




あ(1)

解　　答　　用　　紙

科

　

目
地学基礎・地学

受　験　番　号

採　点

受　験　番　号

（４枚の中　第１枚）

(5)

１

(2)

い う

お か

　

(3)

え

海嶺軸に向かってマントルが高温のまま上昇してくることで，

圧力低下によって融解開始温度に達し，マントル物質が部分

融解してマグマが発生する。

70

すれ違う 正

拡大する

横ずれ

海溝

大陸プレートを構成する大陸地殻の上部は花こう岩質で，下

部は玄武岩質である。海洋プレートの海洋地殻は玄武岩であ

る。プレートを構成する最上部マントルはかんらん岩である。

岩石の密度は花こう岩，玄武岩，かんらん岩の順に大きくな

る。そのため密度が大きい岩石からなる海洋プレートが大陸

プレートの下に沈み込んでいる。

(4)

(a)

(b)

R-S，V-W



あ(1)

解　　答　　用　　紙

科

　

目
地学基礎・地学

受　験　番　号

採　点

受　験　番　号

（４枚の中　第２枚）

２

い う

お

　

え

重力

コリオリの力
（転向力）

平行

2θ

張力

(3)

か

き

sinθ × 360°

1 / sinθ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

ⅰ

ⅱ

(2)

上から見て反時計回りに回転

静止

上から見て反時計回りに回転

上から見て時計回りに回転

上から見て時計回りに回転

ゼロ

北極での値より小さくゼロより大きい値



あ(1)

解　　答　　用　　紙

科

　

目
地学基礎・地学

受　験　番　号

採　点

受　験　番　号

（４枚の中　第３枚）

(5)

３

(2)

(4)

い う

え お

(3)

地震（断層運動に伴う変位・変形）

図 3.1 よりイ・ウの河川はアに比べて短く，図 3.2 の a

と c に対応すると思われる。図 3.2 より，源流の標高は a

と c が約 3000 mで， b が約 1500 m である。これは飛騨

山脈と飛騨高地の標高とそれぞれ一致する。 a と c はいず

れも図 3.1 の東部に分布することから，飛騨山脈は東部に

あると思われる。

海底谷

扇状地小さく（遅く）小さく（ゆるく）

蛇行

（粗い） （細かい）

Ａ Ｂ Ｃ

砕せつ物の粒度は供給源（山地）から離れるほど細粒にな

ると考えられるため。

理由

小さく（ゆるく）



解　　答　　用　　紙

科

　

目
地学基礎・地学

受　験　番　号

採　点

受　験　番　号

（４枚の中　第４枚）

４

(2) 色指数 25 深成岩の名称 閃緑岩

(1) 先に形成されたものから，

砂岩層 深成岩 泥岩層

(3)

　深成岩が貫入した際に砂岩層が接触変成作用を受けたと考

えられるため，接触変成作用でできた砂岩中の黒雲母のカリ

ウム　アルゴン年代を深成岩の固結年代に近似できる。

固結した年代： 6000万年前

理由

(4) 　砂岩が堆積した年代は，砂岩中の全てのジルコン粒子の形

成年代より後で，接触変成作用の年代や泥岩層の堆積年代よ

りも前である。泥岩層は接触変成作用を受けていないため，

接触変成作用よりも後に堆積したことがわかる。従って，下

の図のようにまとめると，砂岩層が堆積した年代は，7000万
年前から6000万年前（後期白亜紀から前期古第三紀）の間に

絞り込める。
古 新★ ★ ★ ★★ ★★ ★

7000万年前

◆

6000万年前
砂岩

18億年前
ジルコンの形成

接触変成年代

(5) ビカリア

泥岩
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